
２０２６年  ９月  ６日  ≪ 誕 生 祝 福 式 ≫ 
 

 主 日 礼 拝  ８時半 ／ 10 時半 ／ 夜 7 時 

  

司  会               白川 達男兄 

奏  楽 

祈  祷                石井 秀人兄 

賛  美   聖歌４８０番「輝く日を仰ぐとき」 

～十字架の叫び～ 

   使徒信条 

聖書朗読   テモテへの手紙二 １章６～１０節 

             〔共同訳ｐ３８２／口語訳ｐ３３３〕 

特別讃美   関 真哉兄（サックス） 

     メッセージ  「私は福音を恥とはしない」 

                           石井 潤牧師 

 

献  金  聖歌５７７番「主よなが誓いの」 

賛  美  ～慕い求めます/感謝の心～
 〔献金当番：寺澤[千]姉/知子姉〕 

祝  祷 

お知らせ  〔司会者〕  

賛  美   ～「平和初めて知った」～ 
 

☆礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！☆ 
《今週のお知らせ》 

☆本日礼拝後、お昼はカレーのランチ。午後は聖書の学び会(曽根姉/黙２章)。 

★今週の祈会：明朝６時/木曜朝１０時半(お掃除１２時)と夜７時半/土曜夜８時 

☆来週の日曜礼拝では聖餐式(司:白川兄/祈:洋子姉/献金:渡辺姉･寺澤[千]姉)。午後は執事会。 

◎９月２０日（日）：敬老祝福礼拝[森脇兄]／２７日(日)：聖歌隊◎ 
   

☆一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔９/６－/１３〕☆ 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

聖書箇所 
1 コリント 13/ 

箴言 4-6 

14:1-19

/7-9 

:20-40/ 

10-12 

15:1-28 

/13-15 

:29-58/ 

16-18 

16/ 

19-21 

2 コリント 1/ 

22-23 

2/ 

24-26 

チェック ○/○○○ ○/○○○ ○/○○○ ○/○○○ ○/○○○ ○/○○○ ○/○○ ○/○○○ 



 

 
「私は、この福音を少しも恥じてはいません。福音は、それを信じる人を

だれでも天国に導く、神の力ある手段です。福音は最初、ユダヤ人だけ

に伝えられていました。しかし今では、すべての国の人が同じ方法で神

のもとに招かれているのです。 この福音は、私たちがキリストを信じる

時、神が私たちを天国に入るにふさわしい者、すなわち、神の目から見

て正しい者としてくださることを教えています。それは、初めから終わ

りまで、信仰によって達成されるのです。『正しい人は信仰によって生

きる』（ハバクク 2・4）と、聖書に書いてあるとおりです。」 

                   ローマの信徒への手紙 １章１６・１７節〔LB〕 
 

パウロはどうして「私は福音を誇りとする」と言わずに「恥としない」

と消極的かのように話したのか？そもそもここでパウロの言う「福音」

とは何を意味しているのか？今回のテモテ書でも語られていますが、そ

れは、パウロが現在置かれている牢獄での苦しみの姿、更に言えば、イ

エス様の受難について書かれていきます。イエス様の十字架でのお姿を

思い浮かべると、実際には罪人の処刑ですから、彼らの姿は「恥」その

ものでした。イザヤ書５３章で描かれているように、イエス様の十字架

でのお姿は私たちの目が見ることのできるような状況ではありません

でした。イエス様は極悪人の一人として死んでくださいました。しかし、

イエス様には全く罪がありませんでした。 

私たちは信仰の目を持ってイエス様を見上げることなしに、その救い

を受け止めることはできません。 

しかし、私たちの人生での挫折や失敗や弱さを通過した状況において

は、その惨めなイエス様のお姿そのものが救いへと変えられるのです。 

パウロ自身も死ぬほどの迫害と投獄の苦しみを通して、更に深くキリ

ストを知ることができるようになっていったのです。 

「私は福音を恥とはしない」 
～主イエス様の十字架のお姿を目に焼き付ける～ 

 

 


